
書式第１２号（法第２８条関係）

　　　２０２３年度           事業報告書
特定非営利活動法人ピッコラーレ

１　事業の成果
　
相談者・利用者に安心して利用してもらえる窓口・居場所であり続けるために、23年度は前年度に引き続き、各事業で展開し
ている既存の窓口・居場所の安定運営を目標に活動を進めてきた。

妊娠葛藤相談窓口「にんしんSOS東京」は、21年度より進めてきた「まだ繋がりきれていない若年者と繋がる」施策をより一層
本格化させるため、休眠預金事業を活用して新たにチャット相談の導入とデジタルアウトリーチに取り組んだ。その結果、相
談者数は対昨年で約1.7倍（約+1,400人）に増加、目的に対し一定の成果をあげることができた。一方で、急激な相談件数の
増加に対してどのように相談体制・相談員のフォローアップをするか・できるか、については今後検討が必要なテーマであるこ
とを再認識している。同行支援は例年並みとなったが、同行支援に至るまでに本人とのやり取りだけでも70回を超えるような
ケースもあり、繋がって、関連機関と調整しながら必要な社会資源に繋げるために、現場では丁寧なやり取り・調整力が求め
られている。中絶後の相談窓口「PUPU」も、対昨年度比で相談者数が1.3倍を超え、毎年増加傾向が続いており社会的ニー
ズの高さを実感している。23年度は現相談員の育成に力を入れることを目的に新規相談員の採用を見送った経緯があった
が、相談現場の忙しさも重なり十分に対応することができなかった。育成サポートについては、次年度以降の優先事項として
取り組んでいきたい。そして今後も引き続き、相談者にとって垣根の低い、相談しやすい窓口であり続けるための礎である
「チームで支援に当たる体制」を継続・アップデートし続けていきたい。

支援者育成研修(研修A&B)については、「妊娠葛藤」の課題周知と理解を支援現場に広げること、研修を自主財源として育
てることを目的に、4年振りに年2回（秋・冬）開催した。目標定員数には至らなかったが、対昨年度で研修A：1.4倍、研修B：
1.6倍の受講者数とできた意味は大きい。他方、現場が予想を上回る多忙さの中での2回開催は負担が大きく、複数の課題が
露呈した。来年度は、可視化された課題を丁寧に振り返る時間をとりながら運営体制等の見直しを行い、再発進するための
道のりを整えていきたい。

政策提言については、22年度に引き続きリプロ関連で他団体とともに現場の声を発信してきた。各地から入る視察（行政・議
員・支援団体）等の問い合わせにもできる限り対応し現場の気づきをお伝えしてきた。「妊娠葛藤白書」については、緩やか
に売れ続けている。来年度も同様の活動を継続していきたい。

projectHOME(居場所事業)で展開している「ぴさら」(居所のない妊婦のための宿泊型居場所)については、「ぴさら」卒業生
が増えるに連れ、母子での日帰り・ショートステイなど里帰りのような利用希望が増加している。これら「ぴさら」後のアフターケ
アのニーズにも応えられるキャパシティを確保するため、新たな拠点（豊島区）に昨夏引越しをした。新拠点で活動再開後も、
「ぴさら」は2部屋ほぼ100%の稼働状況が続き、出産も4件あった。アフターケアについては、「ひだまり食堂」などグループで
集まることができる機会の定期開催を開始、また個別の相談やショートステイの対応なども限られた人員の中ではあったが工
夫しながら実施することができた。
「ピコの保健室」(包括的性教育)・「ぴこカフェ」(女の子/女性のための居場所)もこの3年で活動が地域に定着してきており、
活動を知った行政や民間団体からの視察・見学も数多く受けてきた。性のこと・人間関係のことなど、深刻さの大小によらず質
問したり相談できる場や信頼して話ができる人の存在の大事さを居場所運営を通して実感している。

project HOMEの各居場所運営については、昨年度に引き続き人員不足の中でそれぞれ高まるニーズに精一杯の対応を
行ってきた。人員不足が解消できない背景には、人材育成に投資できる時間や資金が不足している組織運営上の課題があ
る。事業の安定運営を実現し、現場の新たなニーズに応えていくためにも、次年度は安定的な財源の確保、継続的な人材育
成を可能にする組織基盤作りにしっかり取り組んでいきたい。

２　事業の実施に関する事項
（１）特定非営利活動に係る事業　　　　　　　　　　　　　　（事業費の総費用【　101,994　】千円）
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性の健

康や妊

娠・出産

に関する

相談支

援事業

●妊娠葛藤相談窓口の運営
1.にんしん SOS 東京
2.にんしん SOS 埼玉
3.にんしん SOS ちば
※産む・産まない、育てる・育

てないにかかわらず、にんし

んにまつわる全ての 「困った」
「どうしよう」に寄り添う

●中絶後の相談窓口の運営

【相談窓口開設時間】

1.にんしんSOS東京(自主
運営):365日16:00〜
23:00(電話), 週3回各2時
間（チャット相談）

2.にんしんSOS埼玉(埼玉
県より委託):365日16:00
〜23:00 (電話)
3.にんしんSOSちば(千葉
県より委託):365日16:00
〜23:00 (電話)

※3つの窓口共通：
・メールは24時間年中無
休で受付

・必要に応じて医療機関

や行政等への同行支援

を実施

【相談窓口開設時間】

メールにて24時間年中無
休で受付(返信対応は1
回/週)

【相談受付
方法】
メール・電
話・
チャット※
チャット相
談は「にん
しんSOS
東京」のみ
で実施（23
年秋に導
入、twitter
相談は終
了）

※同行支
援につい
ては相談
者が居住
する地域
にアウト
リーチ

中絶後の
相談窓口
は、メール
のみで受
付

約44名
日本
全国

【妊娠葛藤相談窓

口】

・相談人数約4,450
人

・相談延べ対応回

数:約13,300回
・同行支援回数:約
56回
※いずれも3つの
窓口の合計数

【中絶後の相談窓

口】

・相談人数約110人
・相談対応延回数

350回

60,387

●妊娠葛藤相談支援者養成
研修 (A&B研修)」の
開催

研修1回目（A研修:9/18,B
研修:10/8, 10/9）
研修2回目（A研修:1/28,B
研修:2/3, 2/4）

A:オンライ
ン

B:1日目オ
ンライン, 2
日目会場

（東京）

約15名
約15名

日本

全国

参加人数

研修1回目
A:92 名/定員150
B:49 名/定員60

研修2回目
A:50 名/定員80
B:28 名/定員30

●「妊娠葛藤白書」販売(2021
年4月1日発行)
●「若年妊婦のための居場所
「ぴさら」3年間のあゆみ」無償
配布（2023年6月発行）
●「妊娠葛藤白書」他を活用し
た政策提言活動

通年

オンライン

販売・配布

提言先:厚
労省・子ど

も家庭庁

他

約10名
日本

全国

「妊娠葛藤白書」販

売数:128冊

「若年妊婦のための

居場所「ぴさら」3年
間のあゆみ」配布数

：約1,000冊

●妊娠葛藤を取り巻く課題を
啓発するための講演活動

行政、医療機関、民間団

体、企業などからの講演

依頼に応じて

オンライ

ン・会場、

ハイブリット

約10名
日本

全国
約5,000人



青少年

や 母子 
の健 康
推 進に 
関す る
啓 発普 
及や そ
れ に関 
連す る
事 業

●居所のない妊婦のための居
場所づくり「project HOME」
1.「ぴさら」の運営

2.「ぴさら」卒業生のアフター
ケア

2.他地域で妊産婦の居場所
運営を行っている団体との共

同勉強会実施 

3.妊娠期の居場所づくりシン
ポジウム開催

●ピコの保健室
主に10代を対象とした包括的
性教育の継続的実践

1.来所型
2.出張型
※他機関(学校や地域の
ユースセンター等)と連携した
出張型保健室

3.講演型

●ぴこカフェの運営
主に10・20代の若年女性を対
象に、安心して相談もできる

居場所の運営(豊島区より委
託)
※生理用品の無料配布等を

通して、体のこと、関係性、

パートナーシップなどについ

ての相談機会も積極的に提

供

通年

数回/年

2024/2/24

【ピコの保健室開催日】
1.来所型:随時

2.出張型:各施設で月1回
程度

3.講演型:依頼に応じて

【ぴこカフェ開催日】
・月2回(第2火曜日、第4日
曜日)
4~9月　15:00〜19:00
10~3月　14:00~18:00
※22年4月〜23年4月

豊島区

オンライン

会場（東
京）

豊島区

豊島区を
中心に関
東圏

池袋サン
シャインシ
ティ内
3-9月：
GLOCAL
CAFE
10-3月：
ソラリウム

約30名

約4名

約4名

約5名

約15名

関東
圏を中
心に
日本
全国

日本
全国

日本
全国

豊島
区を中
心に
関東
圏

【ぴさら/アター】
・ぴさら宿泊利用人

数(妊婦4人, 新生児
3)

・アフターケアの

ショートステイ利用

人数（産後2人, 幼児
3人）

・アフターケアのデイ

利用（グループ/個
別対応）

14回開催
利用人数：約40人

【共同勉強会】

実施回数:2回
延べ参加人数:約40
人

【シンポジウム】

参加者数：約100名

【ピコの保健室】

1〜3合計:
約130人
出張保健室:36回開
催

包括的性教育講座:
1回開催　

【ぴこカフェ利用者
数】
・231名

41,607


